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近
年
、
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
と
も
な
っ
て
、
金
融
機
関
の
不
祥
事
が
相
次
い
だ
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
銀
行
の
不
祥

事
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
不
祥
事
の
な
か
に
は
、
銀
行
の
正
当
な
営
業
行
為
の
形
式
を
と
り
つ
つ
も
、
実
際
に
は
銀
行
支
店

ｌＩｈ‐ 
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神戸学院法学第22巻３．４号
銀行支店長の地位と権限に関する諸問題

長
等
が
自
行
の
内
規
に
違
反
し
て
専
断
的
に
関
与
し
た
行
為
と
い
う
も
の
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

か
か
る
行
為
が
当
該
銀
行
ま
た
は
そ
の
支
店
の
信
用
の
失
墜
を
来
た
し
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
銀
行
の
存
立
そ
の
も
の
を
危
う
く
さ
せ
る

と
い
う
事
態
す
ら
あ
っ
た
よ
う
に
聞
く
。
商
業
使
用
人
の
取
引
行
為
の
効
力
の
問
題
に
関
し
て
は
、
銀
行
取
引
と
い
え
ど
も
、
商
取
引

の
一
環
と
し
て
取
引
の
安
全
が
十
分
に
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
一
方
で
、
預
金
者
の
保
護
等
も
勘
案
し
て
、

営
業
主
た
る
銀
行
の
存
立
そ
れ
自
体
の
保
護
に
も
配
慮
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
近
時
の
一
連
の
不
祥
事
を
契
機
と
し
て
、

銀
行
支
店
長
の
法
的
地
位
お
よ
び
そ
の
権
限
の
問
題
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
は
、
実
務
上
も
意
義
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

１
、
支
配
人
お
よ
び
表
見
支
配
人

一
般
論
と
し
て
、
あ
る
商
業
使
用
人
が
代
理
権
を
制
限
さ
れ
た
支
配
人
に
あ
た
る
か
、
そ
れ
と
も
表
見
支
配
人
に
す
ぎ
な
い
の
か
、

と
い
う
点
を
区
別
す
る
作
業
は
、
当
該
使
用
人
が
関
与
し
た
取
引
行
為
に
か
か
る
紛
争
の
具
体
的
処
理
に
あ
た
っ
て
は
、
商
法
一
一
一
八
条

三
項
に
よ
ろ
う
と
も
、
同
四
一
一
条
に
よ
ろ
う
と
も
、
そ
の
結
果
に
大
き
な
差
異
を
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
実
益
に
乏
し
い
も
の

と
一
言
い
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
営
業
主
に
と
っ
て
は
、
支
配
人
の
選
解
任
は
登
記
事
項
で
あ
り
（
商
法
四
○
条
）
、
た
と
え

ば
株
式
会
社
に
あ
っ
て
は
そ
の
選
解
任
が
取
締
役
会
の
専
決
事
項
と
さ
れ
て
い
る
（
同
一
一
六
○
条
二
項
二
号
）
等
、
そ
の
扱
い
に
慎
重

な
配
慮
を
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
営
業
主
に
と
っ
て
そ
の
営
業
政
策
上
、
支
店
に
お
け
る
特
定
の
使
用
人
が
社
会
的
に
ど

の
よ
う
な
地
位
を
与
え
ら
れ
た
者
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
看
過
し
え
な
い
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
か

か
る
認
識
は
、
取
引
の
相
手
方
の
悪
意
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
従
来
か
ら
多
数
説
が
説
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
あ
る
商
業
使
用
人
が
支
配
人
で
あ
る
か
否
か
は
、
選
任
に
際
し
て
、

彼
が
営
業
主
か
ら
特
定
の
本
店
ま
た
は
支
店
に
お
け
る
営
業
の
全
般
に
わ
た
る
包
括
的
な
代
理
権
（
支
配
権
）
を
与
え
ら
れ
た
か
否
か

（
１
）
 

に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
第
一
説
と
記
す
）
。
与
曇
え
ら
れ
た
名
称
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
営
業
主
か
ら
支
配

権
を
授
与
さ
れ
て
お
れ
ば
支
配
人
で
あ
る
。
逆
に
、
特
定
の
本
店
ま
た
は
支
店
に
あ
っ
て
支
配
人
で
あ
る
か
の
よ
う
な
名
称
を
有
す
る

者
で
あ
っ
て
も
、
か
か
る
支
配
権
の
授
与
が
な
け
れ
ば
彼
は
支
配
人
で
は
な
く
、
彼
に
対
し
て
は
表
見
支
配
人
制
度
の
適
用
が
問
題
と

な
る
。こ
れ
に
対
し
て
、
右
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
、
取
引
の
相
手
方
は
そ
の
者
が
支
配
人
で
あ
る
か
否
か
に
つ
ぎ
授
権
行
為
の
内
容
を
確
か

（
２
）
 

め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
と
す
れ
ば
、
支
配
人
制
度
の
趣
】
ロ
が
没
却
さ
れ
か
ね
な
い
点
、
ま
た
、
こ
れ
を
厳
格
に
解
す
れ
ば
、
選
任

に
際
し
て
商
法
一
一
一
八
条
の
定
め
る
代
理
権
の
範
囲
に
多
少
と
も
制
限
を
加
え
た
際
、
そ
こ
に
は
も
は
や
支
配
人
と
し
て
の
代
理
権
の
授

（
３
）
 

与
が
な
い
と
解
さ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
う
と
す
れ
ば
、
同
条
三
項
の
規
定
が
無
意
味
な
も
の
と
な
る
点
、
を
指
摘
す
る
も
の
が
あ
る
。
か

か
る
立
場
は
、
営
業
主
に
よ
っ
て
実
質
的
に
本
店
ま
た
は
支
店
の
主
任
者
と
し
て
選
任
さ
れ
た
商
業
使
用
人
が
支
配
人
で
あ
っ
て
、
そ

（
４
）
 

の
者
は
選
任
者
の
意
思
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
律
上
当
然
に
支
配
人
た
る
地
位
を
獲
得
す
る
と
説
く
（
以
下
、
第
二
説
と
記

す
）
。
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
営
業
所
た
る
実
質
を
備
え
た
本
店
ま
た
は
支
店
の
主
任
者
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
商
法
四
一
一
条
の
適
用
余
地

は
き
わ
め
て
少
な
く
な
る
。

第
一
説
は
、
あ
る
使
用
人
の
支
配
人
と
し
て
の
代
理
権
行
使
の
効
果
が
営
業
主
に
生
じ
る
た
め
に
は
、
そ
の
者
が
支
配
人
と
し
て
の

（
５
）
 

包
括
的
代
理
権
を
有
す
る
と
い
う
代
理
権
授
与
契
約
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
商

法
上
の
商
業
使
用
人
が
そ
の
代
理
権
の
範
囲
の
広
狭
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支
配
人
も
そ
の
他
の
使
用
人
と
同
一
平

面
に
お
い
て
同
一
基
準
で
区
別
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
支
配
人
は
支
配
権
と
い
う
一
営
業
所
の
営
業
に
関
す
る
包
括
的
代
理
権
を
有
す

（
６
）
 

ろ
点
で
、
他
の
使
用
人
と
区
別
さ
れ
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
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藤 号第二説は、商法一一一八条所定の代理権が授与されることによって支配人たる地位が生じるという構成によらず、逆印
３に、支配人たる地位を前提として、その者に商法一一一八条所定の代理権を認めようと構成するものである。すなわち、⑧
４
 

瓢本店または支店の営業の主任者である商業使用人が商法上いわゆる支配人であり、営業主によってかかる地位にあＧ
巻学る者として選任された使用人は、営業主がその代理権の範囲につぎ格別の表意をしたくとも、商法三八条所定の代
舷理権を有するものであると説⑰｛支配人の代理権を、株式会社代表取締役の代表権や船長代理権等と対置して並列

神戸学院
銀行支店長の地位と権限に関する諸問題 的

な
理
解
を
す
る
わ
け
で
あ
る
。

今日、実際の取引界において内部的に何らその権限に制限を設けられていない商業使用人を見出すことは困難で
あろう。そうとすれば、支配人であるか否か判然としない商業使用人の地位に関して、実際問題として解決をせま
られるのは、特定の支店においてその営業を維持するために必要とされる相当程度の代理権を与えられた者につき、
彼の権限を商法一一一八条一項所定の代理権と認めるか否かというものであろう。この判断は確かに容易ではない。
この場合、第一一説をとればこの判断の困難さを容易に克服することができ、かつ商法一一一八条一一一項と同四一一条の規

（
８
）
 

定の関係が明確となり、それだけ相手方の保護に資士ることになるとの評価は、さしあたって、正当な指摘である
と言えよう。しかし一方で、第一一説は営業の主任老たるべき名称を与えられていてもその実質を有しない商業使用

も

人を表見支配人と解するわけであるが、そうとすれば、支配人と表見支配人の区別につぎ、営業の主任者という実
（
９
）
 

質の有無が判断されなければならず、この判断もまた容易になし陰えないのではないかとの指摘がある。営業の主任
も
、
、
、

老たる実質とは具体的に何を指すのかという右の指摘は、確かに第一一説の弱点をついたものと思われる。しかし、
逆にこの点が克服されれば、先に述べた第一一説に対する積極的な評価が生きて来るものと言えよう。それでは、営
業
の
主
任
者
と
い
う
実
質
の
有
無
は
ど
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

商
法
上
の
支
店
は
従
た
る
営
業
所
で
あ
る
か
ら
、
当
然
に
本
店
の
指
揮
監
督
系
統
の
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
し
、
窮
極
的
に
は
、

営
業
主
を
頂
点
と
す
る
指
揮
監
督
系
統
に
組
承
込
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
支
店
そ
れ
自
体
も
、
一
定
の
範
囲
で
本
店
か

ら
独
立
し
て
独
自
に
対
外
的
な
営
業
活
動
を
決
定
し
、
そ
の
決
定
に
基
づ
い
て
取
引
を
な
す
組
織
を
有
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
指
揮
監
督
系
統
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
か
か
る
指
揮
監
督
系
統
を
基
準
と
し
て
、

特
定
の
支
店
に
お
け
る
指
揮
監
督
系
統
の
頂
点
に
立
つ
者
が
当
該
支
店
に
お
け
る
営
業
の
主
任
者
で
あ
る
と
一
一
一
一
口
う
こ
と
は
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る
主
任
者
は
、
た
と
え
営
業
主
か
ら
内
部
的
に
そ
の
権
限
に
制
限
を
受
け
て
い
て
も
、
な
お
支

配
人
で
あ
る
と
考
え
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
極
端
に
言
え
ば
、
彼
の
権
限
が
内
部
的
に
相
当
程
度
制
限
さ
れ
て
お
り
、
ほ
と

ん
ど
単
独
で
対
外
取
引
行
為
を
な
す
裁
量
権
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
商
法
上
の
支
店
に
お
け
る
指
揮
監
督
系
統
の
頂
点
に
立
つ
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
者
を
支
配
人
と
解
し
て
も
よ
い
と
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。

船
舶
が
船
籍
港
外
に
あ
る
場
合
、
船
長
は
船
員
の
長
と
し
て
船
主
か
ら
広
汎
な
代
理
権
を
付
与
さ
れ
て
い
る
（
商
法
七
一
一
一
一
条
一
項
）

が
、
か
か
る
広
汎
な
代
理
権
は
、
船
舶
が
ひ
と
た
び
航
海
に
で
る
や
通
信
機
関
の
不
備
か
ら
陸
上
と
の
連
絡
を
切
断
さ
れ
、
船
主
の

指
揮
監
督
を
容
易
に
受
け
え
な
い
立
場
に
お
か
れ
る
た
め
に
、
航
海
の
た
め
必
要
な
一
切
の
権
限
を
あ
げ
て
船
長
に
付
与
し
て
い
た
と

（
、
）

い
う
時
代
背
星
昆
の
前
に
お
い
て
の
承
理
解
さ
れ
う
る
。
右
の
よ
う
な
船
長
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
今
日
、
以
下
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
今
日
の
ご
と
く
、
一
方
に
お
い
て
通
信
機
関
は
い
ち
じ
る
し
く
発
達
し
、
他
方
、
会
社
の
支
店
や
代
理
店
な

ど
が
充
実
し
、
ま
た
は
荷
扱
所
や
仲
立
人
を
利
用
し
て
こ
れ
ら
に
相
当
な
権
限
を
委
ね
る
時
代
に
な
る
と
、
船
主
は
容
易
に
船
長
に
対

し
て
必
要
な
指
摘
監
督
を
行
な
い
う
る
と
と
も
に
、
ま
た
、
従
来
は
船
長
に
与
え
て
い
た
権
限
を
他
の
陸
上
の
機
関
に
与
え
る
こ
と
も

（
ｕ
）
 

可
能
と
な
っ
て
、
こ
こ
に
、
船
長
の
企
業
法
上
の
地
位
す
な
わ
ち
そ
の
強
大
な
代
理
権
限
は
し
だ
い
に
縮
少
さ
れ
る
傾
向
と
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
船
長
の
代
理
権
に
関
し
て
は
、
将
来
、
海
商
法
の
改
正
に
際
し
て
ま
ず
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

難
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の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
事
情
は
、
支
配
人
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
と
一
一
一
一
口
い
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
通
信
、
交
通
技
術
が
未
成
熟
な
時
代

に
、
た
と
え
ば
福
岡
の
商
人
が
札
幌
で
営
業
活
動
を
な
そ
う
と
し
た
場
合
、
福
岡
に
あ
る
営
業
主
が
札
幌
に
お
い
て
生
じ
る
個
々
の
取

引
に
つ
き
、
迅
速
に
情
報
を
分
析
し
て
的
確
な
指
示
を
な
す
こ
と
は
不
可
能
に
近
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
広
汎
な
代
理
権

を
有
す
る
自
己
の
分
身
を
札
幌
に
配
さ
な
い
か
ぎ
り
、
事
実
上
そ
こ
に
お
い
て
商
機
を
つ
か
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

支
配
人
の
広
汎
な
権
限
に
つ
い
て
も
、
船
長
の
そ
れ
と
同
様
に
、
か
か
る
時
代
的
な
背
景
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
今
日
の
通
信
、
交
通
技
術
の
発
達
は
、
国
内
取
引
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
か
つ
て
の
物
理
的
な
障
壁
を
、
海
商
法
の
分
野
以
上
に
克

服
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
銀
行
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
な
ど
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
今
日
で
は
、
国
内
取
引
に
関
す
る

、
、

か
ぎ
り
、
営
業
主
は
、
あ
ら
ゆ
る
使
用
人
に
対
し
て
事
実
上
き
め
細
か
な
指
揮
命
令
を
な
し
う
る
立
場
を
獲
得
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

支
配
人
の
代
理
権
に
関
し
て
、
か
つ
て
の
よ
う
な
支
配
権
と
い
っ
た
形
で
の
概
念
構
築
を
再
考
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
言
い
う
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

右
に
鑑
ふ
れ
ば
、
支
配
権
の
付
与
と
い
っ
た
も
の
を
基
準
と
せ
ず
、
第
二
説
の
考
え
方
に
依
拠
し
つ
つ
、
今
日
の
支
店
に
お
い
て
最

低
限
必
要
と
さ
れ
る
指
揮
監
督
系
統
の
頂
点
に
立
つ
者
を
支
配
人
と
解
す
る
の
が
、
今
日
的
実
情
に
合
致
す
る
も
の
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
、
営
業
上
の
主
任
老
た
る
名
称
を
与
え
ら
れ
て
い
て
も
そ
の
実
質
を
有
し
な
い
商
業
使
用
人
と
は
、
か
か
る

指
揮
監
督
系
統
の
頂
点
に
あ
る
と
は
言
い
難
い
者
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
取
引
先
か
ら
「
今
回
の
契
約
交
渉
は
当
方

に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
し
か
る
べ
き
地
位
に
あ
る
者
と
交
渉
し
た
い
」
と
い
っ
た
旨
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た

場
合
に
、
単
に
営
業
政
策
上
の
配
慮
か
ら
、
実
際
に
は
支
店
次
長
ク
ラ
ス
に
す
ぎ
な
い
者
に
支
店
長
と
名
乗
る
こ
と
を
許
し
て
交
渉
に

赴
か
せ
る
、
と
い
う
よ
う
な
場
合
を
想
定
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
者
が
な
し
た
専
断
的
な
行
為
に
関
し
て
、
商
法
四
一
一
条
の

適
用
を
問
題
に
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
る
。

２
、
商
法
上
の
営
業
所
の
意
義

前
節
に
お
い
て
、
商
法
上
の
支
配
人
と
は
、
営
業
主
の
指
揮
監
督
に
服
し
つ
つ
も
、
な
お
そ
の
支
店
に
お
い
て
最
低
限
必
要
と
さ
れ

（
１
）
岩
本
慧
「
表
見
支
配
人
①
」
関
西
大
学
法
学
論
集
七
巻
四
号
（
昭
和
一
一
一
一
一
一
年
）
六
○
頁
、
大
森
忠
夫
・
新
版
商
法
総
則
講
義
（
昭
和
四
○
年
）

一
八
六
頁
、
石
井
照
久
・
新
版
商
法
総
則
（
昭
和
四
一
年
）
六
五
頁
、
田
中
誠
二
・
全
訂
商
法
総
則
詳
論
（
昭
和
五
一
年
）
三
七
九
頁
、
蓮
井
良

憲
・
商
法
総
則
商
行
為
法
（
昭
和
五
五
年
）
八
六
頁
、
服
部
育
生
「
支
配
人
の
代
理
権
」
名
古
屋
学
院
大
学
論
集
一
一
一
巻
四
号
（
昭
和
六
○
年
）

一
七
七
頁
、
長
谷
川
雄
一
・
基
本
商
法
講
義
（
総
則
）
（
昭
和
六
一
一
年
）
五
七
頁
、
鶇
常
夫
・
商
法
総
則
（
全
訂
第
四
版
）
（
昭
和
六
一
一
一
年
）
一
五

六
頁
、
近
藤
龍
司
夕
商
法
総
則
商
行
為
法
概
説
（
昭
和
六
一
一
一
年
）
一
一
一
一
七
頁
。

（
２
）
大
隅
健
一
郎
「
支
配
人
と
表
見
支
配
人
」
現
代
商
法
学
の
諸
問
題
（
昭
和
四
二
年
）
六
○
頁
。

（
３
）
同
前
五
五
頁
、
同
．
商
法
総
則
（
新
版
）
（
昭
和
五
一
一
一
年
）
一
四
二
－
一
四
一
一
一
頁
、
服
部
栄
一
一
一
・
商
法
総
則
（
第
三
版
）
（
昭
和
五
八
年
）

二
八
○
頁
。

（
４
）
大
隅
・
注
（
２
）
前
掲
六
二
頁
、
同
・
注
（
３
）
前
掲
一
四
一
一
一
頁
、
服
部
（
栄
）
・
注
（
３
）
前
掲
二
八
○
頁
。

（
５
）
岩
本
慧
「
支
配
人
と
表
見
支
配
人
に
つ
い
て
」
関
西
大
学
法
学
論
集
一
一
一
一
一
巻
四
’
六
号
（
昭
和
四
九
年
）
三
八
○
’
一
一
一
八
一
頁
。

（
６
）
田
中
・
注
（
１
）
前
掲
三
七
九
頁
。

（
７
）
大
隅
Ｐ
注
（
２
）
前
掲
六
二
頁
。

（
８
）
志
村
治
美
「
支
配
人
」
演
習
商
法
（
昭
和
五
九
年
）
九
九
頁
。

（
９
）
服
部
（
青
）
・
注
（
１
）
前
掲
一
七
七
頁
。

（
皿
）
戸
田
修
一
一
一
・
海
商
法
（
一
一
一
訂
版
追
補
）
（
昭
和
五
八
年
）
五
一
頁
。

（
、
）
同
前
。

■
・
全
一
引
■
一
宮
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神戸学院法学第22巻３．４号銀行支店長の地位と権限に閾する諸問題

る
指
揮
監
督
系
統
の
頂
点
に
立
つ
者
で
あ
る
と
措
定
し
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
通
信
、
交
通
技
術
の
発
達
や
そ
れ
に
と
も
な
う
営
業

一
主
自
身
の
指
揮
監
督
体
制
の
整
備
、
強
化
と
い
っ
た
事
実
を
挙
げ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
事
実
は
、
従
来
の
支
配
人
像
の
糸
な
ら
ず
、

支
配
人
が
置
か
れ
る
支
店
の
概
念
そ
れ
自
体
に
も
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
支
店
す
な
わ
ち
商
法
上
に
い
わ
ゆ
る
営
業

所
の
今
日
的
意
義
も
再
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

支
店
た
る
実
質
と
は
何
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
従
来
、
主
と
し
て
商
法
四
二
条
の
適
用
範
囲
を
め
ぐ
る
議
論
と
の
か
か
わ
り

で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
商
法
四
二
条
に
い
う
本
店
ま
た
は
支
店
が
、
商
法
上
の
営
業
所
た
る
実
質
を
有
す
る
こ
と
を
要
す

る
か
否
か
に
関
す
る
争
い
が
あ
り
、
そ
の
過
程
で
、
こ
の
問
題
に
言
及
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
以
下
で
は
、
同
条
の
適
用

範
囲
の
問
題
に
深
く
立
ち
入
る
こ
と
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
営
業
所
と
し
て
の
実
質
と
は
何
を
言
う
の
か
と
い
う
点
を
探
る
こ
と
と
す
る
。

従
来
か
ら
、
商
法
に
い
わ
ゆ
る
営
業
所
の
意
義
に
関
し
て
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
営
業
所
と
は
、

端
的
に
、
商
人
の
営
業
活
動
の
中
心
と
な
る
場
所
を
い
う
。
具
体
的
に
は
、
企
業
活
動
の
指
揮
命
令
が
そ
こ
か
ら
発
せ
ら
れ
、
雑
多
の

（
、
）

企
業
活
動
の
結
果
が
そ
こ
に
報
告
統
一
せ
ら
れ
て
、
一
体
と
し
て
の
企
業
成
績
を
一
示
し
う
る
場
所
を
い
う
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
内
部

的
に
営
業
に
関
す
る
指
揮
命
令
が
な
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
お
け
る
決
定
が
外
部
的
に
も
客
観
的
に
行
為
と
し
て
あ
ら
わ
れ
な

（
Ｂ
）
 

け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
た
め
に
外
部
と
の
取
引
行
為
に
関
し
て
意
思
決
定
を
な
し
う
る
人
的
組
織
が
具
備
さ
れ
て
い
な

（
盤
）

（
阻
）

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
か
か
る
取
引
行
為
を
反
復
継
続
す
る
に
足
る
物
的
施
設
、
〈
云
計
的
組
織
が
存
在
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

取
引
金
額
等
に
お
い
て
小
規
模
で
あ
っ
て
も
、
い
ち
お
う
本
店
か
ら
独
立
し
て
右
の
要
件
を
満
た
す
場
所
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
は
そ
の
限

（
妬
）

り
に
お
い
て
営
業
所
で
あ
る
。
経
理
の
独
立
、
所
員
の
任
免
、
独
立
の
営
業
が
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
内
部
組
織
上
、
業
務
の
実

（
Ⅳ
）
 

行
行
為
、
補
助
行
為
を
な
す
に
と
ど
ま
る
事
業
所
は
、
営
業
所
と
は
い
』
え
な
い
。

以
上
を
総
合
す
れ
ば
、
従
来
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
あ
る
事
業
所
が
商
法
上
の
営
業
所
た
り
う
る
た
め
に
は
、
以
下
の
三
要
素
を
必

腿
と
す
る
と
高
え
よ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
一
定
範
囲
で
独
立
し
て
営
業
を
な
し
う
る
程
度
の
物
的
施
設
、
人
的
組
織
お
よ
び
会
計
的
組

織
を
具
備
す
る
こ
と
で
あ
る
。

右
の
要
素
の
う
ち
、
物
的
施
設
に
関
し
て
検
討
す
べ
き
問
題
は
あ
ま
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
営
業
所
の
今
日
的
意
義
を
探
る
た
め
に

重
要
で
あ
る
の
は
、
人
的
組
織
お
よ
び
会
計
的
組
織
の
検
討
で
あ
ろ
う
。

独
立
し
て
営
業
を
な
し
う
る
程
度
の
人
的
組
織
と
は
、
先
に
概
観
し
た
従
来
の
議
論
を
前
提
に
す
れ
ば
、
本
店
ま
た
は
営
業
主
の
指

揮
監
督
系
統
に
属
し
つ
つ
、
自
店
の
店
質
お
よ
び
こ
れ
を
決
定
す
る
内
外
の
諸
要
因
を
認
識
し
て
、
自
主
的
な
営
業
方
針
を
樹
立
し
、

か
つ
、
か
か
る
方
針
に
則
し
て
、
取
引
に
関
す
る
意
思
決
定
を
な
し
う
る
権
限
を
有
す
る
人
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
営
業
方
針
の
策
定
や
取
引
に
関
す
る
意
思
決
定
を
ま
っ
た
く
独
自
に
な
し
え
な
い
人
員
の
承
が

配
置
さ
れ
た
事
業
所
は
、
営
業
所
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
た
だ
今
日
で
は
、
通
信
機
器
の
高
度
化
、
多
様
化
等
に
よ
っ
て
、
本
店
ま

、
、

た
は
営
業
主
か
ら
、
よ
り
迅
速
か
つ
き
め
細
か
な
指
揮
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
体
制
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、
各
事
業
所
の
人
巨
貝
が
独
自
に

意
思
決
定
を
な
す
余
地
は
、
立
法
当
初
に
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
よ
り
は
狭
ま
っ
て
い
る
と
一
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
等
の
情
報
処
理
技
術
の
発
達
に
と
も
な
い
、
と
り
わ
け
取
引
先
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
等
が
、
本
店
な
い
し
は

そ
れ
に
隣
接
す
る
セ
ン
タ
ー
等
で
一
括
管
理
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
各
事
業
所
は
、
か
か
る
情
報
を
端
末
機
か
ら
引
き
出
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
日
常
の
営
業
取
引
の
か
な
り
の
部
分
を
、
ま
っ
た
く
機
械
的
に
判
断
、
処
理
し
う
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

か
つ
て
事
業
所
に
配
置
さ
れ
て
い
た
人
員
に
よ
っ
て
判
断
、
処
理
が
な
さ
れ
る
必
要
の
あ
っ
た
領
域
は
、
し
だ
い
に
狭
ま
り
つ
つ
あ
る

（
旧
）

と
評
価
し
鰻
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
側
面
か
ら
ふ
る
か
ぎ
り
、
営
業
所
に
お
い
て
、
独
自
に
営
業
方
針
を
策
定
し
、
取
引
に
関

す
る
意
思
決
定
を
な
し
う
る
人
的
組
織
を
具
備
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
、
立
法
当
初
に
比
べ
て
、
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
と
言
い
う

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
一
方
で
今
日
の
商
取
引
が
き
わ
め
て
多
様
化
し
、
ま
た
高
度
に
専
門
化
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
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神戸学院法学第22巻３．４号

分
散
し
て
姉
識
す
る
必
要
性
が
薄
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
と
は
い
え
、
各
営
業
所
超
企
業
と
し
て
の
基
盤
を
拡
充
し
、
採
算

性
を
追
求
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
収
益
の
拡
大
に
寄
与
す
べ
き
基
本
的
な
会
計
上
の
ひ
と
ま
と
ま
り
で
あ
る
こ
と
は
、
今
日
な
お
否
定
し

え
な
い
事
実
で
あ
る
。

以
上
に
鑑
承
れ
ば
、
今
日
の
営
業
所
が
具
備
す
べ
き
会
計
的
組
織
に
関
し
て
は
、
当
該
事
業
所
が
、
営
業
主
に
と
っ
て
、
企
業
と
し

て
の
基
盤
の
拡
充
と
収
益
の
拡
大
に
直
接
的
に
寄
与
す
る
会
計
情
報
の
一
単
位
と
な
っ
て
い
る
か
否
か
、
と
い
う
点
を
基
準
に
判
断
す

べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

結
局
、
あ
る
事
業
所
が
商
法
上
の
営
業
所
と
し
て
の
実
質
を
有
す
る
と
言
い
う
る
た
め
に
は
、
営
業
を
な
す
た
め
の
物
的
施
設
の
具

備
に
加
え
て
、
多
か
れ
少
な
か
れ
独
自
の
意
思
と
能
力
に
よ
っ
て
取
引
に
関
し
て
裁
量
す
る
余
地
を
与
え
ら
れ
た
人
員
の
配
置
が
あ
る

こ
と
、
お
よ
び
、
当
該
企
業
の
基
盤
の
拡
充
と
収
益
の
拡
大
に
と
っ
て
必
要
な
系
統
的
会
計
情
報
の
一
単
位
た
る
べ
き
こ
と
、
が
必
要

で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

る
。
し
た
が
っ
て
、
営
業
所
に
配
置
さ
れ
た
人
員
が
独
自
の
識
見
才
能
を
発
揮
し
て
機
動
的
に
対
処
す
べ
き
取
引
上
の
案
件
も
後
を
絶

た
な
い
。
か
か
る
案
件
に
つ
い
て
も
、
今
日
で
は
本
店
に
専
門
家
を
置
く
な
り
専
門
部
門
を
設
置
し
て
営
業
所
を
き
め
細
か
く
指
揮
監

、
、

督
で
き
ょ
う
が
、
営
業
所
に
お
い
て
統
一
的
に
事
務
を
処
理
す
る
た
め
に
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
そ
声
」
に
配
置
さ
れ
た
人
員
が
独
自

の
意
思
と
能
力
に
よ
っ
て
裁
量
す
る
余
地
と
い
う
も
の
が
今
日
な
お
必
要
と
さ
れ
よ
う
。

以
上
に
鑑
承
れ
ば
、
今
日
の
営
業
所
が
具
備
す
べ
き
人
的
組
織
に
関
し
て
は
、
本
店
ま
た
は
営
業
主
の
指
揮
監
督
に
相
当
程
度
服
し

つ
つ
も
、
単
な
る
履
行
補
助
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
独
自
の
意
思
と
能
力
に
よ
っ
て
取
引
に
関
し
て
裁
量
す
る
余
地
を
与
え
ら
れ
た
人
員

が
配
置
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
と
い
う
点
を
基
準
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
営
業
所
に
お
け
る
会
計
的
組
織
に
つ
い
て
検
討
し
て
承
よ
う
。
営
業
所
に
お
け
る
会
計
的
組
織
と
は
、
従
来
の
議
論
を
承
る

か
ぎ
り
、
目
《
体
的
に
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、
当
該
事
業
所
に
お
い
て
生
じ
る
日
々
の
取
引
を
継

続
的
か
つ
組
織
的
に
計
算
、
記
録
す
る
帳
簿
を
具
備
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
伝
票
等
の
記

載
を
も
と
に
し
て
取
引
を
各
勘
定
項
目
に
分
け
て
整
理
す
る
仕
訳
帳
と
、
こ
れ
を
統
制
す
る
勘
定
元
帳
に
あ
た
る
帳
簿
を
具
備
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
帳
簿
は
、
最
終
的
に
は
本
店
ま
た
は
営
業
主
の
も
と
で
統
合
せ
ら
れ
、
商
法
所
定

の
財
務
諸
表
の
作
成
資
料
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
右
の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る
会
計
的
組
織
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

オ
ン
ラ
イ
ン
の
発
達
に
よ
っ
て
従
来
と
は
そ
の
様
相
を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
。
か
つ
て
各
営
業
所
に
お
い
て
別
個
に
記
載
、
管
理
さ

れ
て
い
た
会
計
情
報
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
、
本
店
ま
た
は
営
業
主
の
も
と
で
一
括
管
理
さ
れ
て
い
る
。
各
営

業
所
は
、
自
店
で
生
じ
る
個
々
の
取
引
に
関
す
る
会
計
情
報
を
端
末
機
に
よ
っ
て
本
店
に
送
付
し
、
自
店
の
全
体
と
し
て
の
会
計
情
報

を
同
様
に
端
末
機
を
通
じ
て
本
店
か
ら
提
供
を
受
け
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
お
り
、
従
来
の
形
式
に
お
け
る
会
計
的
組
織
は
、
各
営
業

所
か
ら
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
。
つ
ま
り
、
情
報
の
集
中
管
理
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
会
計
的
組
織
を
各
営
業
所
ご
と
に

（
皿
）
西
原
寛
一
・
商
法
総
則
（
昭
和
一
一
一
一
年
）
’
一
一
七
一
一
一
頁
、
岩
本
慧
「
表
見
支
配
人
に
つ
い
て
の
再
論
」
関
西
大
学
法
学
論
集
九
巻
五
・
六
号

（
昭
和
一
一
一
五
年
）
一
一
一
四
八
頁
、
近
藤
・
注
（
１
）
前
掲
七
六
’
七
七
頁
。

（
過
）
石
井
。
注
（
１
）
前
掲
六
一
頁
、
田
中
・
注
（
１
）
前
掲
一
一
一
一
一
四
頁
。

（
ｕ
）
田
中
・
同
前
。

（
妬
）
岩
本
慧
「
表
見
支
配
人
②
」
関
西
大
学
法
学
論
集
七
巻
六
号
（
昭
和
一
一
一
一
一
一
年
）
四
一
一
一
頁
、
大
澤
功
「
商
法
四
二
条
適
用
の
要
件
」
商
法
の
争

点
（
第
二
版
）
（
昭
和
五
八
年
）
二
六
頁
。

（
肥
）
岩
本
・
同
前
四
四
頁
。

（
Ⅳ
）
塩
田
親
文
「
表
見
支
配
人
を
め
ぐ
る
一
試
論
」
民
商
法
雑
誌
三
九
巻
四
’
六
号
（
昭
和
一
一
一
四
年
）
七
四
三
頁
。
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右
の
通
達
の
支
店
の
定
義
に
従
う
か
ぎ
り
、
銀
行
支
店
は
、
継
続
し
て
営
業
を
な
す
に
必
要
な
物
的
施
設
の
も
と
に
、
そ
の
銀
行
に

と
っ
て
独
立
し
た
系
統
的
会
計
情
報
の
一
単
位
を
な
し
て
い
る
も
の
と
評
価
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

銀
行
支
店
に
、
多
か
れ
少
な
か
れ
独
自
の
意
思
と
能
力
に
よ
っ
て
裁
量
す
る
余
地
を
与
え
ら
れ
た
人
員
の
配
置
が
な
さ
れ
て
い
る
か

否
か
に
関
し
て
は
、
右
の
通
達
を
手
が
か
り
と
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
支
店
実
務
の
実
際
の
あ
り
様
を
通

じ
て
評
価
す
る
し
か
な
い
。

ひ
ろ
く
銀
行
の
経
営
計
画
は
、
長
期
的
見
通
し
の
上
に
立
っ
た
長
期
経
営
計
画
と
、
各
年
度
あ
る
い
は
各
決
算
期
の
営
業
計
画
と
し

（
鰯
）

て
の
短
期
経
営
計
画
の
二
つ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
長
期
経
営
計
画
は
、
そ
の
銀
行
を
一
体
と
し
て
、
本
部
計
画
と
し

て
立
案
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
各
支
店
は
、
か
か
る
計
画
を
達
成
す
る
過
程
に
お
け
る
具
体
的
施
策
と
し
て
、
短
期
経
営
計
画
の
立
案

（
製
）

と
そ
の
遂
行
に
直
接
的
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
各
支
店
に
は
、
本
部
計
画
を
ふ
主
睾
え
て
、
資
金
運
用
を
中
心
と
す
る

自
店
の
計
画
を
立
て
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
自
主
的
な
営
業
方
針
を
樹
立
す
べ
く
、
い
わ
ゆ
る
営
業
店
計
画
の
策
定
を
な
す

（
班
）

権
限
が
与
鰐
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
営
業
店
計
画
に
則
し
て
、
ひ
と
つ
の
経
営
単
位
と
し
て
、
貸
出
部
門
お
よ
び
預
金
そ
の

（
筋
）

他
の
営
業
部
門
と
の
整
合
性
を
保
ち
つ
つ
、
支
店
業
務
を
遂
行
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
支
店
に
配
置
さ
れ
た
人

員
に
与
え
ら
れ
て
い
る
権
限
に
鑑
ふ
れ
ば
、
銀
行
支
店
は
、
商
法
上
の
営
業
所
た
り
う
る
要
件
の
う
ち
、
人
的
組
織
に
関
す
る
そ
れ
を

十
分
に
満
た
し
て
い
る
も
の
と
評
価
し
う
る
。

結
局
、
銀
行
支
店
は
、
商
法
上
の
営
業
所
と
し
て
の
実
質
を
有
す
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
前
章
所
定
の
三
要
素
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
と
一
一
一
一
戸
う
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

銀
行
支
店
長
は
、
そ
の
銀
行
に
お
い
て
暇
疵
の
な
い
選
任
手
続
を
経
て
い
る
か
ぎ
り
、
右
の
意
味
に
お
け
る
支
店
に
お
い
て
、
実
質

的
に
そ
の
指
揮
監
督
系
統
の
頂
点
に
立
つ
者
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
前
章
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
に
従
い
、

１
、
銀
行
支
店
お
よ
び
支
店
長

銀
行
法
上
の
営
業
所
の
概
念
と
商
法
上
の
そ
れ
と
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
銀
行
法
に
規
定
さ
れ
た
営
業
所
は
、
金

融
秩
序
の
維
持
、
預
金
者
保
護
の
立
場
か
ら
、
当
該
店
舗
を
行
政
当
局
に
よ
る
規
制
の
対
象
と
す
べ
き
か
否
か
と
い
う
観
点
で
捉
え
ら

（
旧
）

（
幻
）

れ
た
も
の
で
あ
る
。
銀
行
法
に
基
曇
つ
く
昭
和
五
七
年
四
月
の
大
蔵
省
通
達
に
よ
れ
ば
、
銀
行
法
上
の
営
業
所
は
、
本
店
、
支
店
、
出
張

所
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
の
区
別
は
、
右
の
観
点
に
基
づ
き
、
あ
く
ま
で
も
行
政
の
客
体
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
区
別
で
あ
り
、
通
達

（
Ⅲ
）
 

は
、
こ
れ
ら
の
店
舗
を
さ
ら
に
細
分
化
し
て
規
定
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
か
か
る
営
業
所
も
、
そ
の
区
別
さ
れ
た
名
称
の
い
か

（
ｚ
）
 

ん
を
問
わ
ず
、
そ
の
内
容
が
商
法
上
要
求
さ
れ
る
実
質
を
傭
襲
え
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
商
法
上
の
営
業
所
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
右
通
達
に
お
け
る
「
支
店
」
に
関
し
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
・

右
通
達
に
お
い
て
、
銀
行
支
店
の
性
質
は
、
以
下
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
支
店
は
、
本
店
に
直
属
し
、
支
店

の
名
義
に
よ
り
、
か
つ
独
立
の
計
算
を
も
っ
て
、
銀
行
の
業
務
中
の
一
定
範
囲
の
業
務
を
行
う
施
設
で
あ
っ
て
、
支
店
と
し
て
の
登
記

が
な
さ
れ
た
営
業
所
で
あ
る
」
。
そ
し
て
、
支
店
の
勘
定
に
関
し
て
は
、
「
支
店
に
は
、
支
店
の
勘
定
元
帳
を
備
え
付
け
る
も
の
と
す

る
」
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
旧
）
江
頭
憲
治
郎
教
授
は
、
生
命
保
険
支
社
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
し
た
保
険
金
支
払
や
契
約
者
貸
付
の
可
否
等
に
か

か
る
判
断
、
処
理
に
関
し
て
、
か
か
る
事
務
は
ま
っ
た
く
機
械
的
に
処
理
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
事
務
を
な
し
う
る
程
度
で
は
、
現

在
の
支
社
は
支
店
と
し
て
の
実
質
を
有
し
な
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
江
頭
「
表
見
支
配
人
と
営
業
所
の
実
質
」
商
法
（
総
則
・
商
行
為
）
判
例

百
選
（
第
二
版
）
（
昭
和
六
○
年
）
六
五
頁
。

三
、
銀
行
支
店
長
の
地
位
と
権
限
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大
き
な
問
題
点
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
受
信
業
務
に
関
し
て
は
、
不
正
取
引
か
ら
生
じ
た
利
益
の
い
わ
ゆ
る
資
金
洗
浄
（
日
・
己
二

』
巴
一
己
且
□
ぬ
）
な
ど
特
殊
な
場
合
を
除
い
て
、
そ
の
業
務
の
拡
大
が
銀
行
の
経
営
基
盤
の
拡
充
に
直
結
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
営
業

主
た
る
銀
行
に
と
っ
て
、
受
信
業
務
上
の
支
店
長
の
権
限
を
制
限
す
る
実
益
に
乏
し
い
か
ら
で
あ
る
。

銀
行
支
店
長
の
受
信
業
務
上
の
権
限
に
関
し
て
法
的
に
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
取
引
の
性
質
上
、
各
個
の
支
店
に
所
属
す
る
こ
と

が
あ
ま
り
意
味
を
持
た
な
い
取
引
が
広
範
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

預
金
業
務
に
関
し
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
よ
っ
て
、
支
店
ご
と
に
区
分
さ
れ
た
取
引
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
環
境
が
崩
れ
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
大
阪
支
店
の
預
金
取
引
先
に
関
し
、
名
古
屋
支
店
に
お
い
て
、
そ
の
預
金
者
が
誰
で
あ
る

か
を
認
定
し
、
弁
済
あ
る
い
は
こ
れ
と
同
視
し
う
る
預
金
担
保
貸
付
が
な
さ
れ
て
い
る
し
、
大
阪
支
店
の
預
金
口
座
に
入
金
す
べ
く
、

名
古
屋
支
店
に
お
い
て
、
証
券
類
の
取
立
を
引
き
受
け
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

支
配
人
の
権
限
は
、
原
則
と
し
て
特
定
の
営
業
所
に
関
す
る
業
務
に
限
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
性
質
上
特
定
の
営
業
所
の
所
属
に
限

（
刀
）

定
さ
れ
な
い
業
務
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
主
と
し
て
、
営
業
上
の
勧
誘
、
外
交
業
務
に
関
し
て

指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
取
引
行
為
に
関
し
て
は
、
そ
の
権
限
が
い
ず
れ
の
営
業
所
の
支
配
人
に
属
す
る
か
が
外
観
上
不

（
犯
）

明
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
関
す
る
支
配
人
の
権
限
の
制
限
は
問
題
と
な
ら
ず
、
こ
れ
に
関
係
あ
る
い
ず
れ
の
営
業
所
の
支
配
人
も
自
由

（
羽
）

に
な
し
う
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
支
配
人
が
特
定
の
営
業
所
に
属
す
る
か
否
か
客
観
的
に

不
明
確
で
あ
る
取
引
行
為
を
な
し
た
が
、
当
該
行
為
が
具
体
的
に
自
己
の
お
か
れ
た
営
業
所
に
属
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
に
は
、

当
該
支
配
人
に
は
当
然
そ
の
よ
う
な
取
引
を
な
す
権
限
が
あ
っ
た
と
い
う
構
成
に
よ
っ
て
取
引
の
相
手
方
を
保
護
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
、
支
配
人
の
権
限
が
営
業
所
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
を
と
る
と
き
は
、
右
の
構
成
は
こ
の
前
提
と
矛
盾
す
る

（
釦
）

こ
と
と
な
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
立
場
は
、
こ
の
よ
う
な
場
〈
ロ
の
支
配
人
を
む
し
ろ
表
見
支
配
人
と
し
て
ｖ
客
観

彼
の
商
業
使
用
人
と
し
て
の
法
律
上
の
地
位
は
支
配
人
で
あ
る
と
評
価
し
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
銀
行
支
店
長
の
権
限
に
加
え
ら
れ
て

い
る
制
限
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
制
限
で
あ
ろ
う
と
も
、
商
法
一
一
一
八
条
一
一
一
項
所
定
の
「
支
配
人
ノ
代
理
権
二
加
へ
ダ
ル
制
限
」
に
あ

た
る
も
の
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

２
、
銀
行
支
店
長
の
権
限

①
受
信
業
務
上
の
権
限
に
関
す
る
問
題
点

銀
行
支
店
長
の
権
限
に
加
え
ら
れ
た
制
限
に
関
し
、
実
際
問
題
と
し
て
、
支
店
の
受
信
業
務
に
関
す
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り

′■、グー、／■、′白、’~、

29忽忽翌ご下
０ 

（
皿
）
こ
れ
ら
銀
行
法
上
の
各
種
の
営
業
所
に
関
し
て
、
商
法
上
の
営
業
所
た
る
実
質
を
有
す
る
か
否
か
を
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
塩
田
親
文

「
銀
行
法
上
の
『
営
業
所
』
と
商
法
四
一
一
条
の
『
支
店
』
」
法
と
権
利
２
（
民
商
法
雑
誌
七
八
巻
臨
時
増
刊
号
②
）
（
昭
和
五
一
一
一
年
）
一
八
五
頁
以

下
。
な
お
、
銀
行
営
業
所
の
区
分
の
詳
細
に
関
し
て
、
小
山
・
注
（
⑲
）
前
掲
二
一
一
一
’
一
二
○
頁
参
照
。

（
、
）
小
山
嘉
昭
・
銀
行
法
（

（
別
）
「
普
通
銀
行
の
業
務
揮

第
一
三
九
五
号
一
部
改
正
）
。

Ｉ－Ｉ」ォ＋

ウトョ....－－－－～－

同
前
一
四
’
一
五
頁
参
照
。

同
前
一
六
頁
参
照
。

松
本
崇
Ⅱ
峯
崎
二
郎
他
・
法
人
貸
出
（
新
銀
行
実
務
総
合
講
座
第
二
巻
）
（
昭
和
六
二
年
）
一
四
頁
。

同
前
◎ 

小
山
・
注
（
四
）
前
掲
一
二
頁
。

小
山
嘉
昭
・
銀
行
法
（
平
成
四
年
）
二
一
頁
。

「
普
通
銀
行
の
業
務
運
営
に
関
す
る
基
本
事
項
等
に
つ
い
て
」

,｢.､2. 
-■〆

「Ｉ

（
昭
和
五
七
年
四
月
一
日
蔵
銀
第
九
○
一
号
、
同
五
七
年
五
月
一
西
日
蔵
銀

6１（359） 
(358）６０ 
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て
れ
い
る
と
い
う
の
が
標
準
的
な
実
務
の
姿
で
あ
る
。

右
に
対
し
て
、
一
般
に
、
後
数
の
支
店
を
も
つ
銀
行
は
、
規
模
の
大
小
こ
そ
あ
れ
、
各
支
店
長
に
一
定
範
囲
の
貸
出
決
定
権
限
を
付

（
羽
）

与
し
、
そ
の
権
限
内
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
支
店
長
自
ら
の
判
断
で
与
信
の
可
否
を
決
定
し
う
る
も
の
と
し
て
い
る
。
先
の
本
部
裁
量
塁

案
件
に
対
し
、
店
長
裁
量
権
限
あ
る
い
は
自
由
裁
量
権
限
と
称
さ
れ
る
与
信
形
態
で
あ
る
。
店
長
裁
量
権
限
の
内
容
は
、
銀
行
の
最
高

経
営
陣
が
社
則
を
も
っ
て
制
定
す
る
と
い
う
形
式
が
多
く
、
銀
行
の
業
態
、
業
容
等
に
よ
り
そ
の
内
容
は
一
定
で
は
な
い
が
、
白
行
預

金
担
保
の
よ
う
に
債
権
回
収
上
ま
っ
た
く
不
安
の
な
い
与
信
が
主
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
一
定
範
囲
の
優
良
銘
柄
の
商
業
手

形
の
割
引
と
か
、
上
場
会
社
発
行
株
式
を
担
保
と
す
る
融
資
等
に
つ
い
て
、
一
取
引
先
の
総
与
信
額
に
限
度
を
定
め
て
、
支
店
長
の
裁

（
型
）

量
権
限
を
認
め
て
い
る
例
が
多
い
。
通
常
、
か
か
る
支
店
長
の
裁
量
権
限
は
、
そ
の
支
店
の
資
金
稟
學
や
店
質
を
考
慮
し
て
、
裁
量
権
限

（
弱
）

の
限
度
額
や
種
類
に
数
段
階
の
格
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
い
か
な
る
形
態
の
与
信
で
あ
れ
、
そ
れ
は
内
部
手
続
上
の
相
違
が
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
対
外
的
に
は
支
店
名
義
の
取

引
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。

支
配
人
の
権
限
に
何
ら
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
そ
の
支
配
人
の
な
す
行
為
が
営
業
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
、

実
際
上
支
配
人
が
そ
れ
を
営
業
の
た
め
に
な
し
た
か
否
か
と
い
う
主
観
的
事
情
に
関
係
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
行
為
の
客
観
的
性
質
か
ら
承

（
妬
）

て
、
一
般
に
そ
の
営
業
に
関
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
関

し
て
原
則
的
に
異
論
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
行
為
を
客
観
的
に
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
要
素
を
考
慮
す
べ
き
か
に
つ
い

て
は
、
見
解
の
へ
だ
た
り
が
あ
る
。
行
為
自
体
の
性
質
、
種
類
等
を
勘
案
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
異
論
を
見
な
い
が
、
と
り
わ

け
取
引
の
数
量
、
金
額
を
判
断
の
要
素
に
加
え
る
べ
き
か
否
か
と
い
う
点
に
見
解
の
へ
だ
た
り
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
・
取
引
の
数

（
釘
）

量
、
金
額
を
客
観
的
な
判
断
に
加
些
え
る
べ
き
で
な
い
と
す
る
立
場
は
、
こ
れ
を
判
断
基
準
に
加
え
る
こ
と
が
技
術
的
に
困
難
で
あ
り
、

各支店は、取引先から与信の申込承を受けた場合、貸付の基本原則にのっとり、さまざまな角度から調査、分析
を行ない、取上げの可否を決定する。取上げを可と判断した場合には、店内資料を整理し、最終的に支店長がその
支店としての取上げ方針を決することになる。そして、本部宛てに正式稟議書を作成するというのが一般的な手続

（
犯
）

である。すなわち、与信を実行する珈否かの最終決定権は、本部あるいは特定の融資決定機関や担当役員に留保ざ

②
与
信
業
務
上
の
権
限
に
関
す
る
問
題
点

支配人としての銀行支店長の権限の制限に関して、実際上大きな問題となるのは、支店の与信業務である。
現実には、銀行支店長の与信取引における裁量権は、きわめて強い制約下におかれていると言ってよいであろう・

与信業務は、銀行の企業としての営利性、公共性だけでなくその健全性に直結する業務であるから、その取引の全
容を本部において統括管理する必要性が高いからである。さらに、平成五年一一一月末までに、国際決済銀行の自己資
本比率基準の充足を達成しなければならないという特殊な事情もあって、与信取引の統括管理がいっそう必要とさ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

的
に
ゑ
て
支
配
人
と
し
て
通
常
有
す
る
と
思
わ
れ
る
権
限
を
擬
制
す
べ
き
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。 （
Ⅲ
）
 

目《体的な問題として、営業政策上の配慮から刃僚店の預金の弁済またはこれと同視しうる預金担保貸付につき、
金額の制限が設けられていたと仮定しよう。自己の取引支店と別の支店においてこの限度を超えて預金担保貸付を
受けた取引先は、通常、保護されるべきであると考えられる場合が多かろう。かかる問題を想定した場合、その解
決にあたって取引先を保護する根拠としては、右の後者の見解に従って、商法四一一条によるのが適当であると言え
ようか。僚店の預金の弁済ないしは預金担保貸付に関する金額制限は、各支店に限定された権限を前提とする支配
人
の
権
限
の
制
限
と
は
一
一
一
一
口
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一‐・Ｉ．
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藤

引
ご
と
に
民
法
上
の
越
権
行
為
の
理
論
、
具
体
的
に
は
民
法
二
○
条
の
法
理
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
結
果
と
な
ろ
う
。

や
は
り
現
実
に
は
、
社
会
通
念
上
の
観
点
か
ら
、
い
か
に
行
為
の
性
質
上
営
業
主
の
営
業
に
関
す
る
行
為
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の

金
額
が
あ
ま
り
に
過
大
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
支
店
長
の
行
為
が
、
支
店
の
営
業
に
関
す
る
行
為
と
し
て
は
そ
の
権
限
内
に
属
す
る

も
の
で
な
い
と
判
断
す
る
こ
と
が
む
し
ろ
正
常
で
あ
り
、
こ
れ
を
権
限
内
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
か
え
っ
て
異
常

（
“
）
 

で
あ
る
と
い
う
場
合
が
存
在
し
う
る
も
の
と
考
鰐
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
銀
行
取
引
に
お
い
て
は
、
預
金
者
の
保
護
を
も
考
慮
し
な
け
れ

（
必
）

ぱ
な
ら
な
い
か
ら
、
支
店
の
営
業
に
関
す
る
行
為
を
判
断
す
る
に
際
し
て
、
客
観
性
が
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
る
し
、

客
観
的
な
判
断
基
準
の
要
素
の
中
に
、
取
引
金
額
、
数
量
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

支
店
の
営
業
に
関
す
る
行
為
の
範
囲
に
つ
ぎ
、
明
確
に
客
観
的
限
界
を
画
す
る
こ
と
は
確
か
に
困
難
で
あ
る
が
、
企
業
の
大
小
や
具

体
的
事
項
を
基
礎
と
し
て
こ
れ
を
取
引
上
の
正
常
な
社
会
通
念
を
も
っ
て
客
観
的
、
抽
象
的
に
判
定
す
る
こ
と
は
あ
な
が
ち
不
可
能
で

（
妬
）

題
は
な
い
と
の
指
摘
は
、
つ
と
に
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
目
云
体
的
に
こ
の
基
準
の
設
定
を
試
ふ
た
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

問縮
取
引
の
相
手
方
の
保
護
お
よ
び
支
店
長
を
通
じ
て
取
引
を
す
る
企
業
側
（
営
業
主
側
）
の
保
護
の
均
衡
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ

耐
う
な
判
断
基
準
は
、
取
引
当
事
者
の
双
方
に
と
っ
て
あ
る
程
度
明
確
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
銀
行

脚
取
引
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
こ
れ
を
そ
の
支
店
の
預
貸
率
に
求
め
た
り
、
あ
る
い
は
そ
の
銀
行
の
総
与
信
額
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
つ

雌
た
数
字
に
求
め
た
り
し
て
も
、
取
引
の
相
手
方
が
か
か
る
基
準
に
依
拠
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
適
当
で
は
な
か
ろ

雌
う
・
銀
行
支
店
の
与
信
取
引
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
取
引
先
を
通
じ
る
画
一
的
な
金
額
を
設
定
し
、
こ
れ
に
依
拠
す
る
こ
と
も
不
適

即
当
で
あ
る
。
個
々
の
取
引
先
ご
と
に
そ
の
事
業
規
模
、
財
務
状
況
、
収
益
力
、
事
業
の
性
質
や
将
来
の
成
長
見
通
し
、
担
保
と
な
る
預

古河
金
星
塁
等
に
差
異
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
基
準
の
設
定
は
お
の
ず
と
相
対
的
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
と
こ
ろ
で
私
は
、
別

行銀
に
公
表
し
た
論
稿
に
お
い
て
、
商
法
二
六
○
条
一
一
項
一
一
号
の
「
多
額
ノ
借
財
」
の
銀
行
取
引
に
お
け
る
認
定
基
準
の
設
定
に
つ
き
、
こ

神戸学院法学第22巻３．４号

そ
れ
ゆ
え
基
準
を
不
明
確
に
す
る
か
ら
適
当
で
は
な
い
と
主
張
す
鮒
｝
こ
れ
に
対
し
、
取
引
の
数
量
、
金
額
を
判
断
基
準
に
加
え
る
べ

（
羽
）

き
で
あ
る
と
す
る
立
場
は
、
か
か
る
技
術
的
困
難
性
を
認
め
つ
つ
も
、
こ
れ
を
否
定
す
る
絶
対
的
理
由
を
見
出
せ
な
い
以
上
は
、
ま
た
、（
釦
）

そ
う
す
る
こ
と
が
理
論
的
に
よ
り
の
ぞ
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
数
量
、
金
額
等
を
も
勘
案
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
後
者
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
取
引
の
数
量
、
金
額
が
当
該
支
店
の
外
観
や
実
態
と
対
比
し
て
い
ち
じ
る
し
く
過
大
で
あ
り
、

一
般
取
引
界
の
常
識
か
ら
ゑ
て
も
、
そ
れ
が
営
業
の
た
め
に
必
要
な
行
為
と
し
て
支
配
人
の
権
限
の
範
囲
に
属
す
る
も
の
と
と
う
て
い

（
弧
）

認
め
膣
え
な
い
場
合
に
は
、
取
引
の
相
手
方
が
保
護
さ
れ
ず
と
も
や
む
を
え
な
い
と
解
す
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
支
配
人
の
な

し
た
形
式
上
同
じ
性
質
の
取
引
行
為
で
あ
っ
て
も
、
数
量
、
金
額
に
お
い
て
一
定
の
限
度
を
超
え
た
取
引
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
商
法

一
一
一
八
条
の
規
制
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
な
り
、
取
引
の
相
手
方
は
同
条
一
一
一
項
に
よ
る
保
護
を
受
け
え
な
い
結
果
と
な
る
。

銀
行
支
店
の
名
義
で
な
さ
れ
る
与
信
取
引
は
、
い
か
な
る
形
態
の
も
の
で
あ
れ
、
銀
行
法
二
条
に
掲
げ
ら
れ
た
固
有
業
務
そ
の
も
の

で
あ
る
か
ら
、
行
為
自
体
の
性
質
の
承
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
こ
れ
が
支
配
人
た
る
銀
行
支
店
長
の
な
し
う
る
営
業
に
関
す
る
行
為
に
属

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
銀
行
支
店
長
が
支
配
人
た
る
地
位
に
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
彼
の
権
限
に
何
ら

制
限
の
な
い
場
合
の
本
来
な
し
う
る
営
業
に
関
す
る
行
為
の
範
囲
を
画
す
る
に
あ
た
り
、
取
引
の
金
額
を
そ
の
判
断
基
準
に
加
え
る
べ

き
か
否
か
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
い
え
る
。
か
り
に
取
引
金
額
を
そ
の
判
断
基
準
に
加
え
な
い
と
す
れ
ば
、
理
論
上
、

銀
行
支
店
長
が
、
先
に
述
べ
た
実
務
手
続
に
反
し
て
、
銀
行
全
体
の
資
金
量
等
か
ら
ゑ
て
不
相
応
に
多
額
の
融
資
あ
る
い
は
債
務
保
証

（
似
）

等
を
専
断
的
に
な
し
た
場
合
、
当
該
取
引
の
効
力
は
、
す
べ
て
商
法
三
八
条
一
一
一
項
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
・
融
資
額
な
い

し
保
証
額
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
相
手
方
の
無
過
失
は
要
求
さ
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
取
引
金
額
を
判
断
基
準
に

加
え
て
か
か
る
支
店
長
の
行
為
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、
銀
行
全
体
の
資
金
量
等
か
ら
見
て
不
自
然
な
ま
で
に
多
類
の
融
資
や
保
証
は
、

も
は
や
そ
の
支
店
の
営
業
に
関
す
る
行
為
に
該
当
し
な
い
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
ら
、
か
か
る
取
引
の
効
力
は
、
個
々
の
取

|, 
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巖 銀行支店長の地位と権限に関する諸問題

（
妬
）

腸
れ
を
銀
行
か
ら
与
信
を
受
け
よ
う
，
と
す
る
会
社
の
財
務
状
況
に
依
拠
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
。
ｊ
も
ち
ろ
ん
本
稿
の
課
題
で
あ
る
銀
行

禅
支
店
の
営
業
に
関
す
る
行
為
に
お
け
る
取
引
額
の
認
定
基
準
と
は
、
ま
っ
た
く
そ
の
次
元
を
異
に
す
る
ｊ
も
の
で
あ
る
が
、
銀
行
お
よ
び

鋤
取
引
先
の
双
方
に
と
っ
て
容
易
に
依
拠
し
う
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
取
引
先
の
財
務
状
況
と
い
う
基
準
が
十
分
に
合
理
性
を
持
つ
も

学
の
と
考
え
る
。
そ
こ
で
た
と
え
ば
、
与
信
取
引
に
お
け
る
銀
行
支
店
の
営
業
に
関
す
る
取
引
金
額
の
上
限
を
、
取
引
先
ご
と
の
純
資
産

鰍
額
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
設
定
す
れ
ば
、
取
引
の
相
手
方
は
、
融
資
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
自
己
の
、
銀
行
の
保
証
を
得
よ
う
と
す

畔
る
場
合
は
当
該
債
権
の
債
務
者
の
純
資
産
額
を
容
易
に
把
握
し
う
る
は
ず
で
あ
る
し
、
銀
行
に
と
っ
て
も
、
こ
の
額
は
自
行
の
債
権
保

神全にとって重要な目安と言いうるわけであるから、客観的な指標としては適当と一一一一口えるのではなかろうか。企業の
純
資
産
額
は
、
当
該
企
業
の
直
接
金
融
に
際
し
て
の
借
入
と
債
権
者
保
護
と
の
均
衡
を
図
ろ
う
え
で
の
ひ
と
つ
の
目
安
で
も
あ
り
（
た

と
え
ば
商
法
一
一
九
七
条
一
項
、
社
債
発
行
限
度
暫
定
措
置
法
一
条
）
、
間
接
金
融
た
る
銀
行
の
与
信
取
引
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
形

で
取
引
当
事
者
の
保
護
の
均
衡
を
図
る
う
え
で
の
ひ
と
つ
の
基
準
た
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
か
か
る
基
準
を
も
っ
て
そ

の
与
信
取
引
が
支
店
の
営
業
に
関
す
る
行
為
か
否
か
を
判
断
す
る
と
す
れ
ば
、
債
務
超
過
の
状
態
に
あ
る
取
引
先
と
の
与
信
取
引
に
つ

い
て
は
、
常
に
支
店
の
営
業
に
関
す
る
行
為
に
属
さ
な
い
こ
と
に
な
り
、
か
か
る
取
引
に
商
法
一
一
一
八
条
一
一
一
項
の
適
用
の
余
地
が
な
く
な

る
の
で
、
多
く
の
取
引
が
民
法
の
越
権
代
理
の
法
理
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
ら
、
銀
行
の
保
護
に
寛
容
す
ぎ
る
結
果

を
招
く
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
企
業
と
し
て
の
銀
行
の
健
全
性
を
貫
こ
う
と
す
れ
ば
、
か
か
る
結
論
ｊ
も
や
む
を
え
た

な
る
。 支
店
の
営
業
に
関
す
る
行
為
が
、
法
令
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
銀
行
支
店
の
場
合
に
は
、
と
り
わ
け
外
国
為
替

及
び
外
国
貿
易
管
理
法
と
の
か
か
わ
り
で
こ
れ
が
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
銀
行
支
店
の
外
国
為
替
業
務
は
、
こ
れ
を
営
も
う
と
す

る
営
業
所
》
」
と
に
大
蔵
大
臣
の
認
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
（
外
為
法
一
○
条
一
項
）
。
し
た
が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
外
国
為
替
取
扱
店

と
し
て
認
可
を
受
け
な
い
か
ぎ
り
、
そ
の
支
店
は
、
営
業
と
し
て
外
国
為
替
業
務
を
な
し
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
認
可
を
受
け
て

い
な
い
支
店
は
、
単
に
取
扱
店
へ
の
取
次
業
務
を
行
な
い
う
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
取
次
店
は
、
外
国
為
替
業

務
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
商
法
上
の
営
業
所
た
る
実
質
を
有
し
な
い
も
の
と
言
え
よ
う
・

右
の
よ
う
な
取
次
店
に
す
ぎ
な
い
支
店
の
支
店
長
が
専
断
的
に
外
国
為
替
取
引
を
な
し
た
場
合
に
は
、
商
法
四
二
条
が
営
業
所
の
実

質
を
有
し
な
い
事
業
所
の
主
任
者
の
行
為
に
も
適
用
さ
れ
る
か
否
か
を
論
じ
る
ま
で
も
な
く
、
そ
も
そ
も
当
該
行
為
は
、
そ
の
取
次
店

の
営
業
に
関
す
る
行
為
に
属
さ
な
い
も
の
と
い
え
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
同
条
の
適
用
の
可
否
は
最
初
か
ら
問
題
と
な
ら
ず
、
も
っ
ぱ

ら
そ
の
取
引
に
つ
い
て
民
法
の
表
見
代
理
が
成
立
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
す
べ
き
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
も
っ
ぱ
ら
外

③
支
店
の
営
業
行
為
の
法
令
に
よ
る
制
限

ろ
場
合
に
限
ら
れ
る
。
か
か
る
金
額
を
超
え
る
与
信
取
引
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
取
引
ご
と
に
民
法
の
表
見
代
理
が
成
立
す
る
か
否
か

を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
支
店
長
の
な
し
た
専
断
的
な
手
形
保
証
や
自
己
宛
小
切
手
の
発
行
に
つ
い
て
は
、

証
券
授
受
の
直
接
の
相
手
方
に
対
し
て
は
右
の
基
準
を
適
用
し
う
る
が
、
当
該
証
券
を
善
意
で
取
得
し
た
第
三
者
に
対
し
て
右
の
基
準

を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
も
っ
ぱ
ら
外
観
理
論
等
手
形
法
上
の
理
論
に
そ
の
解
決
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
解
す
る
。

結
局
、
か
り
に
右
の
基
準
に
よ
る
と
す
れ
ば
、
銀
行
支
店
長
が
、
自
行
の
内
規
等
に
反
し
て
、
制
限
枠
を
超
え
て
専
断
的
に
な
し
た

与
信
取
引
の
結
果
、
商
法
一
一
一
八
条
一
一
一
項
に
よ
っ
て
取
引
の
相
手
方
が
保
護
さ
れ
る
の
は
、
相
手
方
が
銀
行
の
内
規
等
を
知
ら
ず
、
か
つ

与
信
額
が
自
己
の
純
資
産
額
以
内
（
ま
た
は
銀
行
が
債
務
保
証
を
す
る
場
合
は
当
該
債
務
の
債
務
者
の
純
資
産
額
以
内
）
の
取
引
で
あ

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
〃
）
西
原
・
注
（
、
）
前
掲
三
一
一
一
一
頁
参
照
。

（
配
）
大
森
・
注
（
１
）
前
掲
一
九
○
頁
、
田
中
・
注
（
１
）
前
掲
一
一
一
八
五
’
三
八
六
頁
。
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銀行支店長の地位と椎限に関する諸問題 神戸学院法学第22巻３．４号

銀
行
支
店
長
は
、
商
法
上
の
支
配
人
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
銀
行
が
そ
の
権
限
を
内
部
的
に
制
限
し
た
と
し
て
も
、
支
店
長
の
行

為
が
支
店
の
営
業
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
彼
の
な
し
た
専
断
的
取
引
行
為
に
つ
ぎ
、
銀
行
は
善
意
無
重
過
失
の
相
手
方
に
対

抗
し
え
な
い
。
右
の
結
論
を
前
提
と
す
れ
ば
、
銀
行
は
、
と
り
わ
け
与
信
取
引
に
関
す
る
支
店
長
の
裁
量
権
限
が
相
当
に
制
約
さ
れ
て

い
る
と
い
う
事
実
を
、
社
会
的
に
広
く
認
識
、
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
、
相
応
の
努
力
を
は
ら
う
べ
き
で
あ
ろ
う
・

銀
行
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
支
店
長
に
つ
い
て
支
配
人
登
記
を
行
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
事
実
は
、
銀
行
が
支
店
長
を
支
配
人
で
あ
る

と
考
え
て
い
な
い
と
い
う
主
観
的
事
情
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
、
登
記
料
の
節
約
と
い
う
営
業
政
策
上
の
配
慮
に
よ
る
も
の
か
、

必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
す
ゑ
や
か
に
支
配
人
登
記
を
な
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
銀
行
は
株
式
会
社
で
あ
る
か
ら
、

支
店
長
の
選
解
任
お
よ
び
配
属
店
舗
の
変
更
は
す
べ
て
取
締
役
会
に
お
い
て
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〆■、／閂、戸、′~、〆■、’■、〆、／へ

３６３５３４３３３２３１３０２９ 
ミーノ～ノ～’、_ノ、ソ里ソ、､ノ足ゾ

（
記
）
同
前
。

（
釦
）
實
方
正
雄
「
支
配
人
の
権
限
」
民
商
法
雑
誌
一
三
巻
一
号
（
昭
和
一
六
年
）
六
五
頁
、
田
中
・
注
（
１
）
前
掲
三
九
八
頁
、
大
隅
・
注
（
３
）
前

掲
一
四
九
頁
、
服
部
（
栄
）
・
注
（
３
）
前
掲
二
九
○
’
二
九
一
頁
、
志
村
・
注
（
８
）
前
掲
一
○
一
頁
。

（
Ⅳ
）
鳩
常
夫
「
信
用
金
庫
支
店
長
と
営
業
に
関
す
る
行
為
」
商
法
（
総
則
・
商
行
為
）
判
例
百
選
（
第
二
版
）
（
昭
和
六
○
年
）
六
九
頁
、
西
原

・
注
（
⑫
）
前
掲
一
一
一
三
四
頁
。

（
妬
）
岩
本
・
注
（
１
）
前
掲
七
一
頁
。

（
妬
）
拙
稿
「
商
法
一
一
六
○
条
二
頁
一

（
側
）
塩
田
・
同
前
。

（
釣
）
田
中
・
注
（
１
）
前
掲
三
九
八
頁
、
服
部
（
青
）
・
注
（
１
）
前
掲
一
八
一
頁
、
岩
本
・
注
（
５
）
前
掲
三
八
二
頁
、
志
村
・
注
（
８
）
前
掲
一
○
一
頁
、

塩
田
・
注
（
Ⅳ
）
前
掲
七
六
四
’
七
六
五
頁
。

（
釦
）
鴨
・
同
前
。

（
皿
）
服
部
（
青
）
・
注
（
１
）
前
掲
一
八
一
頁
。

（
妃
）
こ
の
よ
う
な
取
引
の
効
力
の
検
討
を
な
す
実
益
が
あ
る
の
は
、
と
り
わ
け
支
店
長
が
専
断
的
に
巨
額
の
債
務
保
証
を
行
な
っ
た
場
合
で
あ
る
。

融
資
取
引
に
関
し
て
は
、
融
資
の
実
行
前
で
あ
れ
ば
格
別
、
融
資
の
実
行
後
で
あ
れ
ば
、
取
引
の
効
力
が
有
効
と
す
れ
ば
銀
行
に
は
貸
付
金
返
還

請
求
権
が
発
生
し
、
無
効
と
す
れ
ば
銀
行
に
は
原
状
回
復
の
た
め
の
金
銭
返
還
請
求
権
あ
る
い
は
不
当
利
得
返
還
請
求
権
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
か

ら
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
い
っ
た
ん
交
付
し
た
金
銭
を
回
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
に
か
わ
り
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
債
務
保
証

（
“
）
大
野
實
雄
「
支
配
人
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
一
一
八
号
（
昭
和
一
一
一
四
年
）
四
一
頁
参
照
。

に
関
し
て
は
、
そ
の
効
力
が
有
効
か
無
効
か
に
よ
っ
て
、
銀
行
の
立
場
は
決
定
的
に
異
な
る
こ
と
に
な
る
。

（
妬
）
岩
本
・
注
（
１
）
前
掲
七
一
頁
。

つ

大
森
・
同
前
、
田
中
・
同
前
、
長
谷
川
・
注
（
１
）
前
掲
四
九
頁
、
大
隅
・
注
（
３
）
前
掲
一
四
八
頁
、
西
原
・
注
（
⑫
）
前
掲
三
一
一
一
一
頁
。

服
部
（
栄
）
・
注
（
３
）
前
掲
二
九
○
頁
。

松
本
Ⅱ
峯
崎
・
注
（
餡
）
前
掲
一
六
’
一
八
頁
参
照
。

同
前
一
八
頁
。

同
前
。

同
前
◎ 

拙
稿
「
商
法
一
一
六
○
条
二
項
二
号
の
『
多
額
ノ
借
財
』
と
銀
行
取
引
」
現
代
株
式
会
社
法
の
課
題
（
昭
和
六
一
年
）
一
一
六
一
一
一
頁
以
下
・

四
、
結
語

6９（367） (366）６８ 
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